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九；象lさら手写
●終戦間近の原町空襲のようす　く昭和20年5月8臥トルーマン米臓腑対日声明、勧告＞
1941（昭和16）年12月　8日（月）（ハワイ時間は7日（日））真珠湾攻撃で米英と関軌
1945（昭和20）年2月16日（金）原町に東酬雌漸棚肺臓明択舛人が財已

8月　9日（未）垂醇で犬養・太田の民家の3人が死亡。飛行度、原紙、無線塔も攻撃される。
8月10日（金）垂襲醐已帝金工場、相農、原女、原町国民学校も攻乳
8月15日（水）ポツダム宣言を受諾・天皇の玉音放送・終軌

私
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
四
月
一
目

原
町
区
馬
場
生
ま
れ
で
、
今
年
八
〇
歳
に
な
る
。

兄
三
人
が
出
征
賓
は
四
人
だ
け
に

大
東
亜
戦
争
の
開
戦
か
ら
三
年
の
昭
和
十

九
年
、
日
本
軍
は
じ
り
じ
り
と
追
い
詰
め
ら
れ
、

太
平
洋
の
諸
島
の
各
地
で
は
玉
砕
を
強
い
ら
れ

て
い
た
。
我
が
家
で
は
す
で
に
長
男
の
多
男
か

ず
お
、
三
男
の
敏
美
と
し
み
の
出
征
に
次
い
で
、

昭
和
十
九
年
四
月
十
八
日
に
は
次
男
の
英
勇
ひ

で
お
も
召
集
さ
れ
中
国
に
向
か
っ
た
。

あ
と
に
残
さ
れ
た
家
族
は
、
両
親
と
四
男
で

十
四
歳
の
私
、
そ
し
て
妹
の
四
人
だ
け
と
な
っ

た
。
強
力
な
働
き
手
を
失
っ
た
こ
と
は
、
生
産

増
強
を
強
い
ら
れ
て
い
た
父
に
と
っ
て
大
き
な

痛
手
と
な
っ
た
。
働
け
ど
働
け
ど
仕
事
に
通
わ

器蓉
た
。

兄
た
ち
か
ら
の
音
信
は
少
ゝな
く

月
七
日
、
長
男
か
ら
「
満
州
か
ら
フ

結語
ン／ノL Lヽ

の
マ
ニ
ラ
港
に
上
陸
し
た
」
と
の
手
紙
が
届
き
、

三
男
敏
美
か
ら
は
十
月
十
日
、
大
分
駅
か
ら
マ

ル
秘
の
発
信
で
「
カ
エ
ル
マ
デ
マ
テ
」
の
電
報

が
届
い
た
が
、
そ
れ
が
最
後
の
音
信
に
な
っ
た
。

敏
美
は
そ
の
一
ケ
月
後
に
戦
死
す
る
。

家
族
は
戦
局
を
伝
え
る
新
聞
記
事
だ
け
が
頼

り
だ
っ
た
。
農
作
業
を
終
え
て
一
息
つ
い
た
父

は
、
日
々
息
子
た
ち
に
繋
が
る
記
事
は
な
い
も

の
か
と
ラ
ジ
オ
や
紙
面
に
目
を
こ
ら
し
た
。
特

に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
の
記
事
を
見
つ
け
る
と
、

長
男
の
部
隊
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
像

を
巡
ら
せ
な
が
ら
安
否
を
気
遣
っ
た
。

認
許
軌
許
蔓

▲特攻隊で20歳で戦
死の志責敏美さん。鹿
町区夜の森公園には胸
像が建てられている。

昭
和
十
九
年

美
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

カ
軍
艦
に
突
撃
し
ての十

の
戦
死
を
家
族
が
知
つ戦′レ→
死ソ月
すン六
る鳥目
○沖、
しの三
かア男

た
の
は
七
ケ
月
後しメの

二
十
年
六
月
九
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

六
月
九
日
も
明
け
方
早
く
か
ら
、
父
豹

ひ
ょ
う
ぞ
う
と
私
は
田
ん
ぼ
の
代
掻
き
を
し

い
た
。
そ
こ
に
志
賀
家
の
二
軒
隣
の
遠
藤

七て象　のそり敏

兵
衛
さ
ん
が
「
豹
象
お
じ
さ
ん
、
新
聞
に
敏

美
君
の
名
前
が
出
て
い
る
！
特
攻
隊
で
戦
死

だ
っ
て
！
」
と
新
聞
を
抱
え
て
跳
ん
で
き
た
。

そ
の
時
父
は
、
顔
色
ひ
と
つ
変
え
る
こ
と

な
く
、
泰
然
と
「
そ
う
か
、
や
っ
た
か
」
と

だ
け
言
っ
て
、
ま
た
仕
事
を
続
け
た
。
し
か

し
、
心
中
は
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

撫
蕎
納
庫
づ
く
り
の
勤
労
奉
仕

そ
の
時
期
、
私
た
ち
相
馬
農
蚕
学
校
の
生

徒
も
学
徒
動
員
法
に
基
づ
く
勤
労
奉
仕
が
日

課
に
な
り
、
t
番
多
か
っ
た
作
業
は
、
原
町

飛
行
場
周
辺
・
に
飛
行
機
を
護
る
の
擬
装
格
納

庫
づ
く
り
だ
っ
た
。
　
（
裏
面
に
つ
づ
く
）



（
表
の
ペ
ー
ジ
よ
り
）

二
十
年
二
尺
原
町
が
蓋

米
軍
の
日
本
本
土
に
対
す
る
本
格
的
な
空

襲
は
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
±
月
、

マ
リ
ア
ナ
基
地
か
ら
の
B
2

9
に
よ
っ
て
開
始

さ
れ
た
。
以
後
、
日
本
の
主
要
都
市
は
米
軍

の
無
差
別
絨
毯
爆
撃
に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し

て
い
っ
た
。

感
蓮
転
遠
蔓

原
町
に
艦
載
機
が
現
れ
た
の
は
昭
和
二
十

年
二
月
十
六
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
本
土
に
接

近
し
た
米
機
動
部
隊
か
ら
発
達
し
た
約
二
千

機
の
一
部
が
原
町
に
来
襲
し
た
。
硫
黄
島
上

陸
に
先
だ
っ
て
の
牽
制
が
目
的
で
、
こ
の
三

日
後
の
二
月
十
九
日
、
連
合
軍
は
硫
黄
島
に

上
陸
を
開
始
し
た
。

二
月
十
六
日
午
前
八
時
過
ぎ
、
グ
ラ
マ
ン

戦
闘
機
と
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
爆
撃
機
か
ら
な

る
十
六
機
の
編
隊
が
、
原
町
飛
行
場
と
原

町
紡
織
工
場
（
原
紡
）
を
繰
り
返
し
攻
撃

し
た
。
空
襲
警
報
も
な
く
誰
も
が
予
想
し

な
か
っ
た
突
然
の
空
襲
だ
っ
た
。

原
紡
で
は
教
員
と
女
子
挺
身
隊
負
、
学

徒
動
員
生
ら
四
名
が
死
亡
し
た
。
工
場
で

は
始
業
の
点
呼
が
終
わ
っ
て
仕
事
に
就
こ

う
と
し
た
時
だ
っ
た
。
原
鉱
が
飛
行
場
に

隣
接
し
て
い
た
こ
と
が
悲
劇
の
原
因
だ
っ

た
。父
は
母
屋
の
裏
に
防
空
壕
を
掘
り
始
め

た
。
徹
夜
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
か
な
り

の
日
数
と
材
料
を
使
っ
て
、
家
財
や
家
族

が
避
難
で
き
る
だ
け
の
頑
丈
な
防
空
壕
に

仕
上
げ
た
。

飛
行
場
の
部
隊
で
も
、
馬
場
地
区
一
帯

に
軍
用
道
路
を
拓
き
、
山
林
の
至
る
所
に

▲長町飛行場の正門。現在も円柱だけが残る。志賀蒙
はこの正円から北へ500mの旧馬場街着凱ヽにある。

▲r原紡」とよばれていた原町紡織工場（現在の国見団
地）。昭和20年2月16日、原町飛行場に職種していた
ため攻撃され、女子挺身隊員など4名が犠牲になった。

燃
料
用
の
ド
ラ
ム
缶
を
隠
蔽
す
る
壕
を
開

削
し
た
。
そ
れ
ら
の
壕
に
運
び
込
ま
れ
た

誠
盗
耶
鮎
許
耶
紆
鰐

四
月
十
二
日
の
真
っ
昼
間
、
初
め
て
原

町
地
区
に
空
襲
警
報
が
発
せ
ら
れ
た
。
鹿

島
の
鳥
浜
方
面
か
ら
B
2
9
の
大
編
隊
が
侵

入
し
、
国
見
山
上
空
を
南
西
の
郡
山
市
方

向
に
悠
々
と
飛
ん
で
い
く
様
子
を
、
私
は

友
人
と
と
も
に
、
相
農
の
校
舎
裏
の
木
陰

か
ら
呆
然
と
眺
め
て
い
た
。
そ
れ
は
郡
山

を
空
襲
す
る
た
め
の
大
編
隊
だ
っ
た
。

ま
た
我
が
家
の
近
く
の
飛
行
場
で
も
、

上
空
で
訓
練
中
の
戦
闘
機
の
爆
音
、
整
備

兵
が
試
運
転
す
る
エ
ン
ジ
ン
の
音
な
ど
が

轟
々
と
、
毎
日
農
作
業
を
続
け
る
両
親
の

耳
に
覆
い
被
さ
っ
て
く
る
。
農
作
業
に
は

相
農
生
徒
の
奉
仕
を
受
け
る
な
ど
、
両
親

は
や
り
き
れ
な
い
思
い
に
堪
え
な
が
ら
、

銃
後
国
民
の
務
め
と
し
て
日
々
耕
作
に
励

ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

軍
人
に
憤
れ
飛
行
兵
を
受
験

家
の
周
辺
に
は
い
つ
も
軍
人
が
い
て
、

い
つ
し
か
、
私
は
彼
ら
に
憧
れ
る
よ
う
に

な
り
、
昭
和
二
十
年
、
平
市
で
行
わ
れ
た

陸
軍
少
年
飛
行
兵
採
用
試
験
を
十
四
歳
で

受
け
た
。
飛
行
兵
を
補
充
す
る
た
め
軍
当

局
か
ら
学
校
側
に
圧
力
が
あ
っ
た
の
か
、

旅
費
は
公
費
だ
っ
た
。
父
も
黙
っ
て
承
諾

の
印
を
押
し
た
。
幸
い
、
終
戦
と
な
っ
て

脚
墓
町
郡
軒
鋲
か
宗
ま
る

七
月
十
日
午
前
零
時
過
ぎ
、
マ
リ
ア
ナ

椙
絹
的
髭
串
藷
雛
㌍
－

投
下
し
た
。
茜
色
に
染
ま
っ
た
空
は
志
賀

家
の
裏
山
か
ら
も
手
に
取
る
よ
う
に
見
え

た
。
こ
の
時
仙
台
の
医
師
の
姉
は
無
事
だ

っ
た
が
、
仙
台
市
街
は
四
分
の
t
を
焼
失

瑠
覇
澤
等

さ
ら
に
七
月
十
四
日
に
は
岩
手
県
の
釜

石
に
本
州
初
の
艦
砲
射
撃
が
あ
り
、
四
二

一
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

間
も
な
く
、
次
の
日
榛
は
飛
行
場
の
あ

る
原
町
だ
と
の
噂
が
流
れ
、
住
民
の
間
に

一
気
に
緊
張
が
走
っ
た
。

気
の
早
い
者
は
山
あ
い
や
谷
間
に
避
難

し
た
。
近
隣
の
人
た
ち
は
、
近
く
の
地
切

ち
ぎ
り
溜
め
池
の
陸
道
す
い
ど
う
に
避
難
し

た
。
家
族
同
様
の
馬
も
奥
地
の
木
陰
に
柵

を
造
っ
て
繋
ぎ
、
餌
を
運
ん
だ
。
馬
も
立

派
な
働
き
手
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
軍

馬
と
し
て
も
鍛
錬
し
て
お
り
、
人
一
倍
可

愛
が
っ
て
い
た
の
で
置
き
去
り
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

蒸
し
凰
呂
の
暑
さ
の
避
難
所
内

そ
の
年
は
異
常
気
象
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
猛
暑
が
続
い
て
い
た
か
ら
、
随
道
内
は

蒸
し
風
呂
の
よ
う
に
暑
く
な
っ
た
。
運
び

込
ん
だ
手
荷
物
は
汗
に
濡
れ
て
泉
臭
を
放

ち
、
蚊
や
夏
虫
が
群
が
り
、
と
て
も
身
体

を
休
め
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
く
、
溜
め

池
随
道
と
家
の
間
を
何
度
も
往
復
し
た
。

二
、
三
日
た
っ
て
、
艦
砲
射
撃
は
な
さ

そ
う
だ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
戻
っ
た
が
、

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
八
月
九
・
十
日
、

原
町
は
再
び
、
艦
載
機
に
よ
る
激
し
い
空

襲
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
次
号
の
同
胞
に
つ
づ
く
）
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